
 

令和４年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書  

区分 指導 題名 
ほ場でも容易に実施できる無人航空機(ドローン)を利用した水稲リモー
トセンシング技術 

［要約］無人航空機(ドローン)と簡易な画像解析ソフト用いて得たVARI値は、水稲の簡易栄養

診断値と相関があり、一般的なカメラで撮影した画像から生育の把握が可能となる。 

キーワード ドローン 可視光カメラ VARI値 生産基盤研究部 生産システム研究室 

 
１ 背景とねらい  

無人航空機(以下「ドローン」という。)を活用した水稲のリモートセンシング技術では、生
育指標として NDVI 値が用いられることが多いが、NDVI 値は、近赤外域と赤色光から算出する
ことから、近赤外域の撮影が可能な高価なカメラが必要となる。また、画像解析には、連続的
に撮影した数十枚から数百枚の写真を、専用のソフトで合成するオルソモザイク画像の生成と、
画像解析ソフトによる解析が必要となるが、撮影から解析まで数時間から数日かかるとともに、
一連の解析を行うために必要な機器やソフトは高価であるため、現場での利用が進んでいない。 
そこで、一般的なカメラで撮影できる可視光画像のみを利用した生育診断指標と、利用が容

易なソフトを用い、普及員等がほ場でも容易に生育の把握が可能となる技術について検討した。 
 
２ 成果の内容 
(1) 幼穂形成期における「ひとめぼれ」及び「銀河のしずく」の VARI 値※は、簡易栄養診断値
との間に相関が認められることから、VARI 値は水稲の生育状況の把握に利用できる（図１）。 

(2) ドローンで撮影したほ場一枚撮り画像をパソコンに取り込み、無償の衛星画像教育用ソフ
トウェア「EISEI（公益財団法人日本宇宙少年団）」を用いて画像解析を行うことにより、VARI
値を得ることができる。本手順では、撮影から数分で結果を得ることができる（図２、図３）。 
※ VARI＝（G-R / G+R-B） 値の範囲（-1～1） R:赤色、G:緑色、B:青色（文献 1） 

 
３ 成果活用上の留意事項 
(1) 航空法の制限により、150m 以上の高度での飛行は制限されていることから、ほ場が広い（ド 
ローン搭載のカメラによるが、概ね 2ha 以上）場合は、複数枚に分けて撮影を行う。 

(2) 衛星画像教育用ソフトウェア「EISEI（公益財団法人日本宇宙少年団）」は、商用目的、営
利活動目的での利用が禁止されている。利用規約を十分に理解した上で使用すること（文献
２）。 

(3) 太陽が田面に映り込むと、画像が白飛びして解析できないため、天候や撮影時間に留意す 
る。 

(4) 水稲と雑草の区別はできないことから、雑草が多いほ場の場合、解析結果に留意すること。 
(5) 具体的な手順については、リーフレット「～お手軽スマート農業シリーズ２～ ほ場です
ぐにわかる水稲リモートセンシング技術」を参照すること。 

 
４ 成果の活用方法等 

(1) 適用地帯又は対象者等 県内全域 農業普及員、ＪＡ営農指導員等 
(2) 期待する活用効果 

ほ場で容易に水稲の生育を把握できることから、栽培指導に活用できる。 
 
５ 当該事項に係る試験研究課題  
   (R3-5)リモートセンシングによる水稲生育診断技術の開発（R３～R５） 
 
６ 研究担当者 

 山口貴之、伊藤信二 
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８ 試験成果の概要(具体的なデータ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ VARI 値を基に色分けを行ったもの（赤が強いほど生育が良い）（2022 年 7 月 8 日） 

図１ 幼穂形成期の VARI 値と簡易栄養診断値の関係（2021 年、2022 年 両品種とも n=40） 

・撮影日、撮影時間  ：2021 年 7 月 9 日 10 時、2022 年 7 月 8 日 10 時 
・簡易栄養診断値調査日：2021 年 7 月 9 日、2022 年 7 月 6 日 
・Ｎ施肥量      ：ほ場内に 2,4,6,8,10kg/10a のグラデーション施肥を実施。 
・簡易栄養診断値＝草丈×茎数×SPAD 値 

図２ ドローンを用いた生育診断の手順 
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→ドローンを飛行させほ場全体が見える高度※で写真撮影を行う。 
 ※150m 以上の高度での飛行は制限されているので注意。 
 
 
→ドローンから SD カードを取り出し、撮影した画像をノートパソコンへ取り込む。 
 
 
 
→EISEI を起動し、「ファイル」→「画像を開く」を選択し、撮影した画像を開く。 
 
 
 
→「処理」→「計算」→「任意の式による計算」を選択する。 

a,b,c それぞれのバンドに、画像ファイル(R)、画像ファイル（G）、画像ファイル（B）を
選択し、式に （b-a）/（b+a-c）を入力。値の範囲に「-1 から 1」を入力し、「OK」ボタン
を押す。これにより VARI 値が計算される。 
※VARI 値を得たい部分へカーソルを移動すると、VARI 値（計算結果）が得られる。 
 
→「色・明るさ」→「虹色１」を選択し、「自動」ボタンを押すと見やすい色となる。 必要に応じて 

色分けを行う 

EISEI を起動し 
画像を開く 

任意の式による計
算式でVARIを計算 

画像をパソコンに
取り込む 

ドローンで撮影 



解析できない！〇 ×
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